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１．要求事項
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２．点検方法











9２－２ 一次冷却材ノズルコーナー部

２－２－２ 点検⽅法
 ⼊⼝管台・出⼝管台の全数（⼊⼝管台3箇所、
出⼝管台3箇所）を試験対象として選定している。

 運⽤ガイドではPTの適⽤も認められているが、放射
線環境が厳しいことから、⽔中環境での⾃動探傷
が可能なECTを適⽤した。

 クラッド部については、透磁率変化に起因したノイズ
信号が発⽣することから、評価精度の向上のため、
通常型プローブに加えて磁気飽和型（MAG型）
プローブも併せて適⽤した。

２－２－３ 点検⽅法の妥当性
 ⼀次冷却材ノズルコーナー部に対するECTは、
JEAG4217-2010「原⼦⼒発電所⽤機器におけ
る渦電流探傷試験指針」（以下「JEAG4217-
2010」という。）を準⽤して実施した。

 特別点検に際し、疲労き裂を付与した試験⽚を製
作し、クラッド表⾯に開⼝する1ｍｍ程度の疲労き
裂を⼗分検出できることを確認していることから、今
回適⽤した点検⽅法は、クラッドの状態を確認する
上で⼗分な⽋陥検出性を有している。

通常型プローブによる波形例

磁気飽和型（MAG型）プローブによる波形例

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。

疲労き裂付与試験⽚の破壊試験結果
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３．点検結果



14３．点検結果

対象の
機器・構造物 対象部位 特別点検実施期間

（）内はデータ採取⽇ 点検結果

原⼦炉容器

⺟材及び溶接部
（炉⼼領域の
100％）

⾼浜３号炉
2022.9.26〜2022.9.30
(2020.9.17〜2021.1.7)
⾼浜４号炉
2022.10.11〜2022.10.17
(2022.8.13〜2022.10.7)

 表⾯近傍の深さ5mm程度の⽋陥が
検出可能なUTにより確認した結果、
有意な⽋陥は認められなかった。

⼀次冷却材
ノズルコーナー部
（クラッド部）
⼊⼝管台３箇所
出⼝管台３箇所

⾼浜３号炉
2022.9.26〜2022.9.30
(2020.10.7〜2021.1.7)
⾼浜４号炉
2022.10.11〜2022.10.17
(2022.8.23〜2022.10.7)

 1mm程度の⽋陥が検出可能なECT
により確認した結果、有意な⽋陥は
認められなかった。

BMI
(全数
50本)

BMI内⾯
⾼浜３号炉
2022.9.26〜2022.9.30
(2020.9.3〜2020.10.15)
⾼浜４号炉
2022.10.11〜2022.10.17
(2022.7.22〜2022.8.24)

 0.5mm程度のSCC⽋陥が検出可
能なECTにより確認した結果、有意
な⽋陥は認められなかった。

溶接部
 0.025mm幅ワイヤが識別可能な
MVT-1により確認した結果、有意な
⽋陥は認められなかった。
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４．特別点検で得られた知見
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５．まとめ



19５．まとめ

 原⼦炉容器の特別点検においては、通常の定期点検の範囲を拡⼤し、以下の範囲
に対して点検を⾏った結果、いずれの点検においても有意な⽋陥は認められなかった。
・ ⺟材及び溶接部（炉⼼領域の100％）
・ ⼀次冷却材ノズルコーナー部のクラッド（⼊⼝管台3箇所、出⼝管台3箇所）
・ BMI内⾯の溶接熱影響部及び溶接部（BMI全数50本）

 これら点検の結果から以下が確認できた。
・ 炉⼼領域全域において、PTS評価に影響を及ぼすような有意な⽋陥は認められ
なかった。

・ ⼀次冷却材ノズルコーナー部において、ステンレスクラッドで有意な経年劣化は発
⽣しておらず、低合⾦鋼がクラッドにより適切に保護されていることが確認できた。

・ BMIにおいて、600系Ni基合⾦のSCCに対する予防保全対策として実施した
WJPが有効に機能していることを確認できた。

 劣化状況評価にあたっては、特別点検の結果を踏まえ、評価を実施した。
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参考




